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0．はじめに
動詞 mettre で表す行為の主体と対象をそれぞれ X と Y，行為後の Y のあ
りかたを Z とする。話し手は，X が Y を Z に移行させることを次のように表
すことがある。
（1） La clef qui traînait par terre? Je l’ai mise sur ton bureau.
（2） Il ne faut jamais mettre son chat en colère.
（3） «Tu（＝Nicolas）joues à la poupée?» elle m’a demandé Louisette, et puis elle
s’est mise à rire .（Goscinny, R. 1960, Le Petit Nicolas）
Z は，（1）のように「空間的なありかた」のことが多いが，（2）のように
「心理的なありかた」のこともある。また（3）のように「行為を行う状態」の
こともある。
Y を再帰代名詞で表す se mettre à inf. の構成については，Franckel（1989）
をうけて，Saunier（1999 : 280）では次のような表現効果をともなうと指摘し
ている：
A）soudaineté : Z の行為は突発的である；
B）incongruïté : Z の行為は場違いまたは好ましくない；
C）«pour de bon» : Z の行為は期待されたものである。
Saunier は，とくに A）と B）の場合に se mettre à inf. を用いやすいと指摘
している。また C）に関しては詳しい記述をしていない。また，A）～C）のよ
うな表現効果が生じる理由は，十分に説明していない。
１
本稿では，se mettre à inf. を用いる場合に A）～C）の表現効果が生じるかど
うかを確認し，認められる表現効果の由来を明らかにしたい。
そのために，1章では発話例の分析にもとづいて先行研究の指摘の妥当性を
検証する。2章では se mettre à inf. の基本的な働きについて，3章では表現効
果の由来について，それぞれ考察する。
本稿のコーパスは，小説（約 800）と新聞や雑誌である。発話例の出典を記
していないものは，インフォーマントの協力を得て作成したものである。
1．Saunier（1999）の記述の検討
1. 1. soudaineté という表現効果
Saunier は，突発的に開始する行為と se mettre à inf. は相性がよいとしてい
る。コーパス内で行為が突発的に生起することを表す副詞と徐々に生起するこ
とを表す副詞が，se mettre à inf., commencer à inf. とそれぞれ共起する回数を
比べてみよう。
（4）
（4）に示すとおり，soudain や brusquement は，se mettre à inf. と相性が良い。
このことから，行為の突発的な生起と se mettre à inf. は相性が良いということ
になる。
しかし，peu à peu との共起回数を見ると se mettre à inf. と commencer à inf.
の間には，有意な差が存在しないことが分かる。
（5） （認知症を患っている母親の一人娘について）Au fil des ans, Claude
Breton-Fèvre, qui est fille unique, se met peu à peu à vivre au rythme de
sa mère : elle téléphone tous les matins pour vérifier que tout va bien, vi-
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soudain, brusquement 335, 97 13, 4
peu à peu 27 15
（コーパス内の se mettre à inf. の出現回数は約 19,000,commencer à inf. の出現
回数は約 28,000）
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ent déjeuner à midi, rappelle une nouvelle fois le soir. Le week-end, elle
passe de plus en plus de temps à Palaiseau.
（Le Monde, 21 septembre 2009 : 3）
（5）からも，inf. の行為が徐々に生起する場合であっても se mettre à inf. を用
いることができることが分かる。
以上のことから，se mettre à inf. は Z の突発的な生起と相性が良い。しか
し，徐々に生起する場合でも，se mettre à inf. を用いることができる。このこ
とから，必ずしも A）の表現効果をともなうとは限らないことが分かる。
1. 2. incongruïté という表現効果
Saunier は，Z を場違いな行為，または好ましくない行為として述べる場合
に，se mettre à inf. が用いやすくなるとしている。
（6） Maurice était furieux. Il hocha la tête, puis se mit soudain à rire .
（Clavel, B., 1998, La Grande patience, tome 1 : La Maison des autres）
（6）の場合，rire という行為は，X が怒っていることを考えれば場違いだと言
える。
反対に，（7）においては，comme prévu と述べていることからも，râler が
場違いな行為であるとは考えにくい。
（7） Quand je lui demande d’aller à nouveau à Nancy, Lando, comme prévu, se
met à râler .（Peeters, 1993 : 40）
しかし，Saunier は，（話し手はともかく）Lando は想定していなかったとい
う意味で場違いな行為であると説明している。
さらに Saunier は，Z を場違い，または好ましくない行為として述べる場合
でなければ，se mettre à inf. を用いることができない場合もあるとしている。
その例として，X が無生物主語の（8）を挙げている。
（8） Sous l’effet de l’explosion, les pierres se sont mises à glisser au bas du
fossé .（Saunier, 1999 : 276）
（8）の場合，Y が溝に滑り落ちることが好ましくないため se mettre à inf. を用
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いることができるという。
しかしながら，実例を観察すると，行為が「場違いまたは好ましくない」に
該当しない場合でも，se mettre à inf. を用いることが可能であることが分かる。
（9） （Tronie は，お湯を沸かそうとして，水に高温に熱した石を放り込ん
でいる）Tronie retira celles qui s’étaient refroidies, en ajouta d’autres brû-
lantes, jusqu’au moment où l’eau se mit à bouillir. Elle plongea alors
dedans la pâte faite de graines de tournesol.
（M. Auel, J., 1985, Les enfants de la Terre ; les chasseurs des mammouths）
（9）は，登山の途中でパスタを茹でようとしている場面での発話である。その
ために湯を沸かそうとしているのだから，bouillir は場違いな行為でも，好ま
しくない行為でもない。
以上，incongruïté という表現効果があるとする Saunier の指摘が妥当かどう
か検討した。確かに（6）や（8）では，B）の表現効果をともなうといえる。
しかしながら，（9）のように，Z が場違いな行為ではない場合もある。このよ
うに，必ずしも B）の表現効果が常にともなうとは限らないことが分かる。
1. 3. «pour de bon» という表現効果
C）は，生起する行為が期待されている場合である。Saunier（1996, 1999）
では，«pour de bon» に対応する副詞 enfin と共起する Z は，名詞句か，代名
詞 y に限るとしている。しかし，Z が à inf. である例が少数ながら見られる。
（10）（X は気が張っていて泣けないでいた）ll me caressa la joue avec ten-
dresse, puis le cou. Sa main remonta sur ma nuque. C’était doux. Je me
mis enfin à sangloter .（Izzo, J-C, 2001, Total Kéhops）
（11）（仲間に薬を飲ませるためにお湯を沸かしていて）L’eau se mit enfin à
bouillir. Ayla versa au creux de sa paume une petite quantité de feuilles
séchées de digitale, en aspergea la surface de l’eau.
（Auel, J. M., 1985, Les enfants de la Terre）
（10）や（11）はいずれも生起が期待されている行為が生起する場面で，se met-
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tre à inf. を用いている。
以上のことから，C）について Saunier の指摘は妥当であるといえる。次章
以降，本章で確認した表現効果が生じる理由を探る。
2．se mettre à inf. の基本的な働き
2. 1. Y の Z への移行
「0．はじめに」で述べたとおり，X が自分自身である Y を「ある行為を行
う状態」Z に移行させることを se mettre à inf. で表すことができる。そのこと
を発話例に則して確認しておこう。
（12） «Tu joues à la poupée?» elle m’a demandé Louisette, et puis elle s’est
mise à rire .（＝（3）
（13）（Pavel の妻が妊娠したことを知った Christine は，Pavel の妻の面倒を
見ることを決意する）Christine passa beaucoup de temps avec elle（＝Pavel
の妻）. Elle lui faisait la lecture du journal（. . .）et alors que chez elle, elle
ne touchait jamais au moindre ustensile, se mit à cuisiner,（. . .）.
（Guenassia, J.-M., 2012, la vie rêvée d’Ernesto G.）
（14）（息子が認知症の母親に会いに行ったときのことを父親に報告してい
る）Elle était calme . . . et assez normale au début. Mais après elle s’est
mise à parler de ma femme.（Foenkinos, D., 2011, les souvenirs）
（12）では，Louisette を話題にしていて，「笑う状態」に移行したことを表し
ている。（13）では，Christine の振る舞いを話題にしていて，「料理をする状
態」に移行したことを語っている。（14）ならば，面会時の母親の様子を順に
伝える場面で，母親が「（いるはずのない）息子の嫁の話をする状態」に移行
したことを表している。どの例でも，話し手は X のありかたに注目していて，
Y（＝X）の新しいありかた Z への移行を表している。
反対に，Y の Z への移行を問題にしないような場面では，se mettre à inf. を
用いることが不適切になる。
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（15） ─ Bonsoir Oncle, a dit Yasuko, nous｛avons commencé/??nous sommes
mis｝à manger sans vous attendre.（Ibuse, M., 1972, pluie noire）
（15）は，叔父を待ちきれずに食事を開始したことを告げる場面での発話であ
る。話し手が伝えたいのは，「食べる」という行為を開始したことであって，
Y が新しいありかたに移行したことではない。この場合，commencer à inf. を
用いるのが普通であって（1），se mettre à inf. は用いない。似たような場面でも，
話し手が Y の新しいありかたへの移行を問題にする場合は，se mettre à inf. を
用いるのが自然である。
（16） ─ Bonsoir Oncle, a dit Yasuko, on parlait des événements, et dans le feu
de la discussion, on｛a commencé/s’est mis｝à manger sans vous attendre.
（16）では，文の前半で X（＝Y）のありかたがどのように推移していくのかを
話題にしていて，後半で Y が Z に移行したことを伝えようとしている。この
ような場面では se mettre à inf. が適合する。
2. 2. Z の行為の展開
2. 1. では，話し手が se mettre à inf. を用いるのが Y の Z への移行を表すた
めであることを確認した。（15）について見たように，Z の行為の開始を問題
にするときには用いないのである。そのことは，行為の展開を問題にする場面
における se mettre à inf. の使用が難しいことからも分かる。（17）と（18）を
比べてみよう。
（17）? Voilà que je me mets à tout comprendre.（Saunier, 1999 : 278）
（18） Voilà que je me mets à tout comprendre sans effort（ibid.）
（17）は，話し手が comprendre という行為の展開を問題にする場面における発
話と受け取れる。その場合の se mettre à inf. の使用は容認度が低い。一方，sans
effort を添えた（18）は，行為の展開を問題にする場面だけでなく，Y の「容
易に理解する状態」Z への移行を問題にする場面における発話とも受け取るこ
とができる。その場合は se mettre à inf. の使用が自然だと判定される（2）。
この特徴は，se mettre à inf. と共起する動詞の傾向にも現れている。（19）は
６ se mettre à inf. 再考
コーパス内で頻繁に Z（à inf.）の位置に頻繁に現れる動詞である。
（19） rire（1500回），pleurer（929回），courir（804回），trembler（623回），
hurler（618回），parler（546回），crier（410回），tourner（313回），chanter
（274回）
rire や pleurer の場合は，表すのが主体の意志的な行為ではないという特性
から，X がどのように行為を展開させるかは問題にしにくく，Y の Z への移
行を問題にしやすい。残りは継続型動詞が目立つが，それらの場合も行為の展
開ではなく Y の Z への移行を問題にしやすい。（3）や（20）はその例であ
る。
（20） Le canot fut amarré et les deux amis sautèrent sur le quai, pour se mettre
à marcher vers la jonction de Bow Road et de High Street .
（Vernes, H., 1999, Bob Marane : l’ombre jaune）
（20）の話し手が問題にしているのは，marcher vers la jonction という行為の開
始ではなく，その行為を行う状態への les deux amis の移行である。
この章では，se mettre à inf. の基本的なはたらきが「X が Y（＝X）をある行
為を行う状態 Z に移行させること」を表すことであることを，発話例に則し
て確認した。次章では，そのような se mettre à inf. に A）～C）の表現効果が
ともなう理由を考えることにしよう。
3．se mettre à inf. にともなう表現効果の由来
3. 1. soudaineté という表現効果
1. 1. で，se mettre à inf. が行為の突発的な生起と相性がよいこと，ただし，
そうでない生起の場合にも用いることができることを確認した。soudaineté と
いう表現効果をともなう発話例として（21）がある。
（21） Maurice était furieux. Il hocha la tête, puis se mit soudain à rire .
（＝（6）
（21）の話し手は，Maurice の心理状態の推移を話題にしていて，Y（＝
se mettre à inf. 再考 ７
Maurice）の Z への移行を se mettre à inf. で表している。soudain が se mettre à
inf. にかかっていることからも明らかなように，話し手は Y の Z への移行を
突発的なものとして表している。そこから，Z の行為の生起が突発的であると
いう表現効果が生じることになる。
se mettre à inf. は 1. 1. で（5）に則して見たように行為が突発的でない場合
にも用いる場合がある。se mettre à inf. の基本的な働きは 2章で見たとおり Y
の Z への移行を表すことであって，移行が突発的であることは使用のための
必要条件ではない。
se mettre à inf. に soudaineté という表現効果がともなうことが多いのは，一
般に人が Y の Z への突発的な移行を問題にすることが多いという事実によっ
て説明されるであろう。
3. 2. incongruïté という表現効果
1. 2. で，se mettre à inf. は，Z の行為が場違いまたは好ましくないという表
現効果をともなうことが多いが，そうでないこともあることを確認した。in-
congruïté という表現効果をともなう発話例として，（22），（23）を示すことが
できる
（22）（Pavel の妻が妊娠したことを知った Christine は，Pavel の妻の面倒を
見ることを決意する）Christine passa beaucoup de temps avec elle（＝Pavel
の妻）. Elle lui faisait la lecture du journal（. . .）et alors que chez elle, elle
ne touchait jamais au moindre ustensile, se mit à cuisiner,（. . .）.
（＝（13）
（23）（息子が認知症の母親に会いに行ったときのことを父親に報告してい
る）Elle était calme . . . et assez normale au début. Mais après elle s’est
mise à parler de ma femme.（＝（14）
（22）の Z の行為 cuisiner は，台所に足を踏み入れることのない Christine の行
為として場違いであるといえる。また，（23）の Elle（話し手の母親）が実在
しない人物について行う parler という行為は，話し手にとって好ましくない行
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為である。このように，Z の行為が場違い，または好ましくない物である場合
は，どのように行為が始まって進行するかという行為の展開より，Y がその
ような行為に移行するかどうかの方が問題になりやすい。そこから incongruïté
という表現効果がともないやすいことになる。
se mettre à inf. は，1. 2. で（9）に則して見たように，場違いな行為でも好
ましくない行為でもない場合にも用いることがある。se mettre à inf. は 2章で
見たとおり Y の Z への移行を表すのだから，それは当然である。
3. 3．“pour de bon”という表現効果
1. 3. で，Saunier の記述どおり se mettre à inf. は Z の行為が期待されている
場面で用いることを確認した。«pour de bon» という表現効果をともなう発話
例として（24），（25）がある。
（24）（弱り切った仲間に薬を飲ませるためにお湯を沸かしていて）L’eau se
mit enfin à bouillir. Ayla versa au creux de sa paume une petite quantité
de feuilles séchées de digitale, en aspergea la surface de l’eau.（＝（11）
（25） Je suis tellement bien avec lui que j’ai l’impression que c’est tout mon
corps qui en est bouleversé, que je me suis enfin mise à vivre .
（Elle, le 7 janvier 2008）
（24）では Y（＝L’eau）について，Z の行為 bouillir が生起することが期待され
ている。話し手は bouillir という行為がどのように始まって進行していくのか
を問題にしているのではなく，湯が沸くこと，つまり Y の Z への移行を待ち
望んでいる。（25）の話し手は，Y（＝je）が「vivre という行為を行う状態」に
願望通りやっと（enfin）移行したことを表している。このように，期待また
は願望の対象 Z（ある行為を行う状態）については，話し手はどのように展開
するのかではなく，Y が Z に移行するかしないかを問題にしやすい。そこか
ら，se mettre à inf. には «pour de bon» という表現効果がともないやすいこと
になると言える。
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4．おわりに
本稿では，se mettre à inf. には三つの表現効果（soudaineté, incongruïté，“pour
de bon”）がともなうとする Saunier（1996・1999）の記述の妥当性を検討し，
認められる表現効果のそれぞれについて由来を明らかにすることをめざした。
1章では，発話例の分析にもとづいて，Saunier の主張どおりの表現効果が
見られることを確認した。2章では，話し手が se mettre à inf. によって表すの
が「Z の行為の開始」ではなく「Y の Z（ある行為を行う状態）への移行」で
あることを示した。そして 3章では，1章と 2章の考察を踏まえて，三つの表
現効果のそれぞれについて由来を探り，どの表現効果も「Y の Z への移行」
を表そうとする話し手の意図が背景にあることを明らかにした。
se mettre à inf. については，1・2人称主語の場合に現在形で用いるのが難し
いという興味深い指摘をする先行研究もある。その指摘の妥当性の検討は，今
後の課題としたい。
注
⑴ commencer à inf. を用いる場合，話し手は行為の展開を問題にして，その開始に
言及する。
⑵ （17），（18）の容認度の判定は Saunier（1999）による。Saunier は，sans effort を
用いることで（18）が容認できるようになる理由を，Z が場違いな行為，または
好ましくない行為として述べることができるためであるとしている。
参考文献
Franckel, J.-J.（1989）：Etude de quelques marqueurs aspectuels du français, Librairie Droz,
142−147.
Peeters, B.（1993）：Commencer et se mettre à : une description axiologico-conceptuelle,
langue française, 98, 24−27.
Saunier, E.（1996）：Identité lexicale et régulation de la variation sémantique. Contribution à
l’étude des emplois de mettre, prendre passer et tenir, Thèse de doctorat, Université de
Paris X-Nanterre.
１０ se mettre à inf. 再考
Saunier, E.（1999）“Contribution à une étude d’inchoation : se mettre à＋inf. Contraintes
demploi, effet de sens et propriétés du verbe mettre”, Cahiers Chronos, 4, 259−288.
安達博明（2004）「commencer à P. について」，『人文論究』54−2，関西学院大学人文
学会，87−96.
大鹿薫久（1982）「未完了・完了・未来・過去－終始法の叙法における－」『山辺道』
26, 87−102.
小熊和郎（2009）「Mettre の柔軟性と制約」，『西南学院大学フランス語フランス文学
論集』52，西南学院大学学術研究所，1−26.
佐藤淳一（1994）「se mettre à/commencer à の意味価値について」，『フランス語研究』
28，日本フランス語学会，30−36.
染谷聡（2005）「フランス語 mettre の意味構造（semantic structure of mettre in French）」
『早稲田大学大学院教育学研究紀要 別冊』，13−1, 317−325.
谷口千賀子（1991）「commencer à と se mettre à の意味的差異」，『人文論究』41−3，
関西学院大学人文学会，140−148.
六鹿 豊（2005）：「アスペクト特性に基づく動詞の分類－Recanati & Recanati による
Vendler の再解釈をめぐって－」，『フランス語学研究の現在』，136−155，白水社．
（文学研究科博士課程後期課程）
se mettre à inf. 再考 １１
